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どのような事故があるのかを知ろう
　乳幼児期の子どもの死亡原因の上位を占めるのは

「不慮の事故」です。死に至らないまでも、多くの事故
が起こっています。まずはどのような事故があるのか
を知り、予防に取り組みましょう。
●誤飲
◦生後５～６か月になると、物をつかみ口に入れるよ

うになります。最近では「磁石のおもちゃ」や「吸水
樹脂ボール」を誤飲する事故が発生しています。こ
れらを誤飲すると胃に穴が開いたり、腸に詰まった
りします。身の回りのおもちゃを確認し、小さい物
は手の届かない所に片付けましょう。

◦２歳半～３歳半で歯が生えそろいますが、かみ砕く
力や飲み込む力はまだ弱いため、ナッツ類や硬い豆
は５歳以下の子どもには食べさせないようにしま
しょう。丸いチーズなどの気管に詰まりやすい食べ
物を与えるときは、小さくカットするなどの工夫を
しましょう。

●転落・水回りの事故
◦生後５か月頃から寝返りが、生後９か月頃からつか

まり立ちができるようになり、ベッドやソファー、
階段やベビーカーからの転落事故が多く発生します。
子どもから離れるときは、必ず柵を使用しましょう。

◦子どもは５㎝の水深でも溺れることがあります。残
し湯はせず、浴室のドア・浴槽のふたは閉めましょ
う。洗濯機もふたを閉め、踏み台になるような物は
片付けましょう。
●熱中症
◦子どもは体温調整機能が未熟です。炎天下の外出は

避け、屋外で遊ぶときは水分補給や休息を小まめに
取りましょう。

◦屋外だけでなく、風通しが悪い室内や車の中でも熱
中症になります。室内でも熱中症になることを意識
しましょう。

　事故を予防するために大切なことは「事故が起こる
かもしれない」と思うことです。身の回りを点検し、
今日から事故予防に取り組みましょう。

【健康づくり課　保健師】

乳幼児の事故を防ぐには

●FASTわくわく体験（赤ちゃん人形でお母さん・お父さ
ん体験、歯磨き体験）

●キッズドクター（お医者さんが使う内視鏡手術シミュ
レーターを操作してみよう！） 

●きれいな手になったかな？（手洗い後にきれいになっ
たか、汚れが目に見える機械を使用して確認してみよ
う）

●検査の世界（顕微鏡のミクロの世界をのぞく）
●君の心を表現しよう 手作りお面＆スマホ依存防止

コーナー（ワークショップお面づくりなど）
●よく食べ・よく寝て・元気に育て（糖尿病サポートチー

ム）
●こども薬局（薬剤師のお仕事体験）
●スタンプラリー
●風船配布（先着200人）
※９月３日（日）の午後１時～３時には、同会場で「病院

まつりＰＡＲＴ２」を開催します。当院医療従事者によ
る講座や各種測定を予定しています。

８月６日（日）に開院70周年記念イベント
「夏休み公開講座 for Kids」をおひさまテラスで開催
　小学生以下の子どもを対象に病院まつりを開催しま
す。当院医療従事者による、さまざまな体験イベントを
予定しているので、気軽にご参加ください。
日時／８月６日（日）　午後１時～３時
会場／多世代交流施設「おひさまテラス」（イオンタウン
旭２階）
参加費／無料　※申し込みは不要です。
内容／●開会宣言・オープニングコンサート
●ナースのおしごと（ユニフォーム着用体験、注射・包

帯巻き・聴診のもしもし体験）
●NICU看護師になって赤ちゃんのお世話をしよう
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